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国交省関係講演者役職

来賓挨拶

(敬称略）
開催場所テーマ

開催
年月日

開
催
回
数

官公庁10％，建設業20％， コンサル

10％，廃棄物処理業20％，機械・材料

メーカー20％，その他20％

290名総合政策局公共事業企画調整課

インフラ情報・環境企画室長

国交省総合政策局公共事業企画調整課

インフラ情報・環境企画室長 若尾将徳

ホテル

ニューオータニ

東京

土の未来
を
さぐる

2020年

10月16日１

官公庁40％，建設業20％， コンサル

10％，廃棄物処理業15％，機械・材料

メーカー5％，その他10％

320名総合政策局公共事業企画調整課

インフラ情報・環境企画調整官

国交省近畿地方整備局 局長 東川直正ホテル

ニューオータニ

大阪

再生2021年

10月07日２

官公庁10％，建設業40％， コンサル

10％，廃棄物処理業10％，機械・材料

メーカー15％，その他5％

330名総合政策局公共事業企画調整課

インフラ情報・環境企画調整官

中部地方整備局富士砂防事務所長

国交省大臣官房技術審議官 佐藤寿延

（一財）先端建設技術センター理事長 佐藤直良

ホテル

ニューオータニ

東京

災害と土2022年

10月21日３

官公庁11％，建設業43％， コンサル

12％，廃棄物処理業8％，機械・材料

メーカー13％，その他13％

420名総合政策局公共事業企画調整課

インフラ情報・環境企画調整官

国交省九州地方整備局 局長 森戸義貴

（一財）日本建設情報総合センター 審議役 三橋さゆり

㈱建設資源広域利用センター 常務取締役 大庭孝之

ホテル

ニューオータニ

博多

文明と土2023年

10月26日
４

国立研究開発法人土木研究所

地質・地盤研究グループ長

(予定）

国交省近畿地方整備局 局長

京都大学

百周年記念

ホール

土文化
と
生命

2025年

10月14日５

 建設発生土、建設汚泥、汚染土壌など、各種の「土」のリサイクル・適正処理に携わる関係者が一堂に会して、
課題解決に向けて情報交換する場。

 第1回は2020年に東京で開催、以降、毎年開催し2023年で第4回目。
 2020年第1回は、宮城県等の建設発生土リサイクル組合が共同で開催、第2回目以降は2021年4月設立の
（一社）全国建設発生土リサイクル協会（JASRA)が主催。

 「建設リサイクル」推進の観点から、国交省様には第1回から開催に際してご支援をいただいている。

土サミットの開催概要等

「土サミット」


